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１

航空需要は、他の交通需要同様「派生需要」であり、本源需要である
「営み（生活）と生業（稼ぎ）」に裏打ちされた、業務・私用目的が基
礎需要としてあって初めて観光需要のマーケティングを具体化できる。

コロナ禍は、増加傾向にあった若年層の首都圏から地方への移住希望の
背中を押すか、収束の目途が立てば再び東京一極集中に戻るか正直読め
ない。リタイア層の移住促進策（住替え支援）と違い、若年層の移住は
地方に仕事があるかどうか。

但馬空港はじめコミューター路線を維持するには、収益の見込める所謂
「出稼ぎ」便が必須。複数の運航事業者が共通で活用できる機材の統
一・調達を促進することが必要。

都市間路線の基礎需要拡大のために、国内地方都市間のビジネスマッチ
ングの促進が必要。これまでの単なる工場等企業誘致だけでなく、首都
圏からの移住者予備軍も含めた起業者等、ワーキングパーソン個々の
「緩やかな繋がり」を重視。
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公益社団法人ひょうご観光本部

ツーリズムプロデューサー

江藤 誠晃

２講師スライドより抜粋

総務省の資料では、従来の交流人口と言われる観光マーケットは地域との
関わりや思いが弱い層と定義され、定住人口との間に位置する、より能動
的に地域、関わる中間層として関係人口が位置づけられているが、地縁に
関係なく他所を足繁く往来する層が「風の人」と定義されている。

交流人口と定住人口の間に位置する関係人口内における「空の人」市場の
活性化で、地域との関わりや思いが強いツーリスト層を作り出すことがで
きる。この層は地域課題の解決を目指すSDGsの取り組みと紐付けること
で持続可能な社会を実現するキーマンになる。

県下各地の伝統や雇用を守るディフェンシブな地域活性化策と、効果的な
メディア活用によるオフェンシブなプロモーション施策をバランスよく展
開することが必要。

観光地経営策として有効な滞在型観光の市場活性化を目指す上で、遠隔エ
リアから兵庫県を定期的に訪れるリピーター層の獲得が重要。国内にネッ
トワークされた空路を活用するマーケティングで「風の人」と同時に「空
の人」と定義する関係人口のあり方を兵庫県から提案していく。
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Peach Aviation株式会社

事業戦略室事業戦略部長

木下 栄一

３

来たるべきインバウンド回復に向け、戻ってきた観光客が首都圏、関西圏
で終わるのではなく、そこを起点として各地域を訪問するような流れを作
り、国内周遊モデルを作っていくことが大切。

ワーケーションや多拠点ワークなど新しいライフスタイルに対応する路線
ネットワークがどういったものがあるかという観点から、積極的に新規路
線拡充を図った。

補助金・助成金に係る施策については、KPIをしっかり設定し、その後の
成果について各地域にフィートバックすることにより、互いの役割分担を
確認しながら路線定着を行った。

PARCOとピーチのコラボレーションを発端に、F1層（20代、30代女
性）への働きかけにより、認知度の向上ができ、相互誘客を目標とした需
要喚起に取り組んだことで、予想以上の反響があった。
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